
附 属 明 細 書
１ 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費及び減損損失累計額の明細

（単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額 減 損 損 失 累 計 額 差引当期末

残高 摘要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

建 物 53¶769¶785¶555 714¶822¶695 620¶310¶108 53¶864¶298¶142 20¶811¶836¶426 2¶132¶092¶212 197¶957¶666 24¶098¶567 0 32¶854¶504¶050

構 築 物 2¶973¶184¶809 122¶497¶348 73¶457¶329 3¶022¶224¶828 1¶726¶378¶697 143¶540¶803 7¶089¶013 2¶039¶379 0 1¶288¶757¶118

有形固定資産
（償 却 資 産）

機 械 装 置 57¶158¶169¶294 2¶982¶690¶562 1¶229¶149¶824 58¶911¶710¶032 42¶625¶096¶060 4¶910¶669¶934 104¶163¶215 176¶753¶077 0 16¶182¶450¶757

車両運搬具 294¶234¶133 33¶742¶253 7¶251¶154 320¶725¶232 260¶352¶280 36¶422¶710 0 0 0 60¶372¶952

工具器具備品 5¶719¶010¶484 663¶037¶979 513¶890¶648 5¶868¶157¶815 4¶563¶905¶487 569¶845¶347 10¶528¶275 8¶342¶881 0 1¶293¶724¶053

計 119¶914¶384¶275 4¶516¶790¶837 2¶444¶059¶063 121¶987¶116¶049 69¶987¶568¶950 7¶792¶571¶006 319¶738¶169 211¶233¶904 0 51¶679¶808¶930

また、賃貸等不動産に関する平成23事業年度における損益は、次のとおりであります。

収 益 費 用 差 額 そ の 他
（売却損益等）

賃貸不動産 土地
39¶163¶758円

(0円)
4¶484¶100円 34¶679¶658円 0円

将来の使用
が見込まれ
ていない不
動産

土地
0円

(90¶351¶000円)
90¶351¶000円 � 90¶351¶000円 � 33¶664¶000円

建物
0円

(0円)
8¶041¶184円 � 8¶041¶184円 0円

(注１) 費用には、租税公課、減損損失及び損益外減損損失を計上しております。
(注２) 上段（ ）書き数字は、損益外減損損失を内数で示しております。
(注３) その他（売却損益等）に計上した将来の使用が見込まれていない土地の売却損額は、資本

剰余金として会計処理しております。

Ü 重要な債務負担行為
翌年度以降に支払を予定している債務負担行為額は、28¶586¶169¶019円であります。
なお、債務負担行為額が５億円以上であるものの内訳は、次のとおりであります。

件 名 契約年月日 債務負担行為額

１ 銀行券抄紙機 平成24年３月７日 3¶486¶000¶000円

２ 滝野川工場情報製品棟ほか新築工事（建築） 平成23年６月21日 2¶790¶900¶000円

３ 銀行券印刷機 平成23年９月15日 2¶721¶600¶000円

４ 銀行券検査仕上機 平成23年10月21日 2¶160¶165¶000円

５ 旅券冊子用ＩＣシートＡ 平成24年３月30日 1¶980¶825¶000円

６ 旅券冊子用ＩＣシートＢ 平成24年３月30日 1¶524¶600¶000円

７ 券面検査装置改造 平成23年２月25日 1¶069¶950¶000円

８ 滝野川工場情報製品棟ほか新築工事（電気設備） 平成23年６月30日 926¶100¶000円

９ 小田原工場仕上棟新築工事（建築） （平成22年11月２日）
平成23年12月22日

（853¶020¶000円）
916¶755¶000円

10 銀行券精裁機 平成22年12月10日 821¶100¶000円

11 滝野川工場情報製品棟ほか新築工事（機械設備） 平成23年６月29日 787¶500¶000円

12 旅券冊子用ＩＣシートＡ 平成23年３月１日 572¶544¶000円

~ 小田原工場仕上棟新築工事（建築）は、契約変更を行っております。（ ）は、当初契約年月
日及び当初契約金額に係る債務負担行為額を表示しております。

Ý 重要な後発事象
該当事項はありません。
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(注１) 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額で
あります。なお、建物に構築物を含めております。

(注２) 当期増減額のうち、主な増加額は次のとおりであります。
将来の使用が見込まれていない土地521¶351¶000円、将来の使用が見込まれていない建物

4¶479¶217円
(注３) 当期増減額のうち、主な減少額は次のとおりであります。

将来の使用が見込まれていない土地の売却461¶800¶000円、将来の使用が見込まれていない
土地の国庫納付106¶490¶000円、将来の使用が見込まれていない土地の損益外減損損失
90¶351¶000円

(注４) 当期末の時価は、以下によっております。
\ 賃貸不動産については、「不動産鑑定評価基準」に基づき、当法人において承継時の不動
産鑑定評価額を指標等により調整した金額としております。

] 将来の使用が見込まれていない不動産については、減損で測定された回収可能サービス
価額としております。
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